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二
〇
〇
五
年
度
分
隊
会

６
月
１５
日
（火
）
正
午
よ
り

於
　
西
池
袋
自
由
学
園
明
日
館

本
年
度
の
分
隊
会
は
、　
〓

一
。
一
五
開
始
．

は
じ
め
に
昨
年
１２
月
５
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
山
澄
暉
生

徒
、
本
年

４
月
２
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
石
丸
‡
亮
生
徒

を
偲
び
、
黙
祷
（　
つ
い
で
、
生
徒
隊
軍
歌
係
渋
谷
生
徒

の
指
揮
に
よ
り
、
追
悼

の
歌

一
海
ゆ
か
ば
」
を
斉
唱
っ

そ
し
て
献
花
．

終

っ
て
、
中
村
分
隊
監
事

の
ご
あ

い
さ

つ
、
乾
杯

の

の
ち
、
宴
会
と
な
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
さ
し
つ
さ

さ
れ
つ
、
懇
談
っ

遠
く
高
知
よ
り
飛
行
機
で
渡
来
の
西
澤
生
徒
の
外
は

も

つ
ぱ
ら
東
京
近
郊
の
方

々
で
す
が
、
鎌
倉
よ
り
荻
原

生
徒
、
さ
い
た
ま
市
よ
り
原
田
生
徒
、
更
に
故
■
原
吉

次
生
徒
夫
人
幸
子
様
も
出
席
さ
れ
、
昨
年
よ
り
１
名
多

い
‐２
名
と
な
り
ま
し
た
．

＾
〇
三
分
隊
結
成
６０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
が

そ
れ
だ
け
に
会
員
も
高
齢
と
な
り
故
人
と
な
ら
れ
た
り

体
調
不
調
の
方
々
も
多
く
な
り
、
今
後

の
当
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
含
め
、
近
況
報
告
な
ど
、
各

自
数
分
以
内
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
．
最
後
に
中

付
教
官
よ
り
、

「西
洋
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
今
後
も
無
理
の
な

い
程
度
に
、
集
ま
れ
る
人
だ
け
と

い
う
こ
と
に
し
て
続

け
て
は
」
と
提
案
さ
れ
、　
一
同
賛
成
．
そ
し
て
、
軍
歌
ｃ

「江
田
島
健
児
の
歌
」
ｃ

記
念
撮
影

の
の
ち
、
雨
の
た
め
外
に
出
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
東
京
都
指
定
の
重
要
文
化
財
と
な

っ
て

い
る
自
由
学
園
明
日
館
の
内
部
を
見
学
、
「来
年
も
元
気

で
、
ま
た
こ
こ
で
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
手
を
握
り
あ

い
、
別
れ
ま
し
た
ｃ

（写
真
説
明
）
後
列
右
よ
り
　
佐
藤
公
朗
生
徒
　
松
井
克

允
生
徒
　
西
澤
邦
輔
生
徒
　
村
山
善
夫
生
徒
　
小
灘
邦

男
生
徒
　
屋
代
勝
敏
生
徒
　
一則
列
右
よ
り
　
中
澤
圭

一

生
徒
　
上
原
幸
子
夫
人
　
中
村
悌
次
教
官
　
渋
谷
紀
昭

生
徒
　
原
円
欽
伍
生
徒
　
一秋
原
貞
吉
生
徒
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